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平
成
２７
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
対
前
年
比
で

０
・
７
％
増
、
１
億
４
，７

８
０
万
円
増
と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
○
資
源
磨
き
構
想
策
定

事
業
、
○
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
事
業
、
○
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
事
業
、
○
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
事
業
、
○
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
、
○
生
活
困
窮
者
対
策
事

業
、
○
青
年
就
農
給
付
金
給

付
事
業
、
○
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
、
○
市
営
住

宅
建
替
事
業
、
○
ま
ち
な
か

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
等
整
備
事

業
、○
防
災
機
能
強
化
事
業
、

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設

事
業
、
○
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
、
○
三
日
月
体
育

館
改
修
事
業
な
ど
を
計
上
し

て
い
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
昨
年
度

ま
で
と
は
構
造
が
変
化
し
て

い
る
。
昨
年
度
、
歳
入
の

１４
％
を
占
め
て
い
た
市
債
が

８
・
４
％
に
減
少
し
、
そ
の

一
方
で
、
昨
年
度
大
き
く
注

目
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
金
が
０
・
１
％

か
ら
３
・
５
％
と
大
幅
に
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
は
安
定
的
な
収
入

と
は
言
え
ず
、
そ
も
そ
も
既

存
事
業
の
た
め
の
財
源
と
し

て
良
い
の
か
と
い
う
議
論
も

あ
り
、
自
主
財
源
確
保
と
い

う
大
き
な
課
題
は
解
決
し
て

い
な
い
。

　

平
成
２７
年
第
１
回
定
例
会

は
、３
月
２
日
に
招
集
さ
れ
、

３
月
２０
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
。
全
部
で
４４
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
２６

年
度
補
正
予
算
関
連
７
件
、

２７
年
度
当
初
予
算
関
連
８

件
、
条
例
関
連
２５
件
、
委
員

候
補
者
の
推
薦
１
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

議
案
の
、「
小
城
市
一
般

会
計
予
算
」
の
中
で
、
中
国

海
塩
県
と
の
交
流
事
業
費
を

減
額
す
る
修
正
動
議
が
議
員

か
ら
出
さ
れ
、
修
正
案
が
可

決
さ
れ
た
。

　

修
正
案
賛
成
者
か
ら
は
、

「
制
度
設
計
が
で
き
て
い
な

い
」、「
答
弁
に
一
貫
性
が
な

い
」、「
公
式
訪
問
な
ら
全
員

の
旅
費
を
公
費
負
担
す
べ

き
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
原
案
賛
成
者
の
発

言
も
あ
っ
た
が
、
修
正
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

尚
、
同
事
業
以
外
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
原
案
の
ま
ま

可
決
さ
れ
た
。

中
国
海
塩
県
と
の
交
流

事
業
の
修
正
案
可
決

204 億 6,220 万円計上

合
併
１１
年
目
ス
タ
ー
ト

自
主
財
源
確
保
に
引
き
続
き
課
題

＜市営住宅イメージ図＞
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平成２７年度当初一般会計 204 億 6,220 万円計上
会計区分 予算額 前年度比

一般会計 ２０4億6，22０万円 ０．7％増

特別会計 93億1，082万円 8．0％増

　 授産場特別会計 ２，５66万円 ０．2％減

　 簡易水道特別会計 825万円 25％増

　 下水道特別会計 28億3，108万円 2.4％増

　 国民健康保険
特別会計 59億5，901万円 11.7％増

　 後期高齢者医療
特別会計 ４億8，680万円 0．８％減

企業会計 予算額 前年度比

水道事業会計 4億7，138万円 24．６％減

病院事業会計 13億8，045万円 18．7％減

民生費
125,746 円

１人当たりの借金負担（公債費）…………59,344 円
１人当たりの市税負担　……………………87,336 円

土木費
51,851 円

教育費
57,631 円

公債費
59,344 円

衛生費
49,509 円

商工費
7,682 円

その他
13,255 円

消防費
15,979 円

総務費
41,600 円

農林水産業費
24,014 円

市民（45,816 人）の一般会計状況

１人あたり
の予算

446,616 円

33.5％

19.6％

13.6％

5.6％

6.8％

9.1％

8.4％

28.2％

12.9％
11.1％

1.7％

9.3％
11.6％

5.4％

3.6％ 3.0％

13.3％

歳  入 歳  出

地
方
交
付
税

市
　税

国
庫
支
出
金

繰
入
金

県
支
出
金

そ
の
他

寄
附
金

市
　債
（
借
金
）

民
生
費

教
育
費

衛
生
費

商
工
費総

務
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費 消

防
費

そ
の
他

68
億
５
，６
０
０
万
円

40
億
１
４
１
万
円

27
億
８
，５
２
３
万
円

11
億
３
，７
４
５
万
円

13
億
８
，３
４
３
万
円

18
億
６
，１
１
４
万
円

3.5％

７
億
１
，８
２
１
万
円

17
億
１
，９
３
０
万
円

57
億
６
，１
２
２
万
円

26
億
４
，０
４
４
万
円

22
億
６
，８
３
２
万
円

３
億
５
，１
９
９
万
円

19
億
５
９
７
万
円

23
億
７
，５
６
１
万
円

11
億
２
５
万
円

７
億
３
，２
１
０
万
円

６
億
７
３
２
万
円

27
億
１
，８
９
４
万
円

公
債
費（
借
金
返
済
）

※人口は平成２７年３月３１日現在　　　
※端数処理のため合計額が異なります
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平成２7年度 当初予算主な事業一覧
� ※新規事業

所属 № 事業名 事業費：千円
総務部

総務課 １ 　消防団員確保対策事業 2,592
企画課 ２ 　資源磨き構想策定事業 3,793

３ 　第２次総合計画策定事業 8,644
４ 　ふるさと納税推進事業 383,133
５ ※市民活動センター管理運営事業 4,328
６ 　社会保障・税番号制度の創設に伴うシステム改修事業 38,820
7 ※公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境構築事業 2,392

財政課 8 ※旧芦刈庁舎解体事業 54,854
9 ※公共施設等総合管理計画策定事業 10,098

市民部
市民課 10 ※通知カード・個人番号カード交付事業 16,105
環境課 11 　天山地区共同環境組合事業 50,612

福祉部
福祉課 12 　臨時福祉給付金支給事業 49,450

13 ※生活困窮者対策事業 4,008
産業部

農林水産課 14 　青年就農給付金給付事業 19,125
15 　６次産業化事業 3,108
16 　沿岸漁場整備開発事業 6,300
17 ※市営漁港整備事業 1,842

農村整備課 18 　多面的機能支払交付金事業 224,936
19 ※ため池耐震性詳細調査事業 11,235
20 　県営農業競争力基盤整備事業（多久導水路地区） 9,553
21 　県営水利施設整備事業　基幹水利施設保全型（新村地区） 24,000
22 　農業基盤整備促進事業【暗渠配水】 121,111
23 ※農業基盤整備促進事業【用排水路整備】 16,280

商工観光課 24 　小城市宣伝隊事業 16,732
建設部

建設課 25 　市道蒲原・永田線改良事業 11,240
26 　スマートインターチェンジ整備事業 48,949
27 　市道甘木線改良事業（社会資本整備総合交付金事業） 115,760
28 　市道住ノ江・社搦線改良事業（社会資本整備総合交付金事業） 135,000
29 　橋りょう長寿命化修繕事業 52,900
30 ※県営住ノ江港　防災・安全事業 1,000
31 　市営住宅建替事業 767,153

都市整備推進室 32 ※小城市立地適正化計画策定事業 5,400
33 　市道小城公園・本告線歩道設置事業 40,980

中心市街地
活性化推進室

34 　まちなか市民交流プラザ等整備事業 71,971
35 ※小城地区都市再生整備計画策定事業 7,355
36 ※まちなか市民交流プラザ維持管理事業 23,968

下水道課
（下水道特別会計）

37 　農業集落排水施設機能強化対策事業 8,056
38 　特定環境保全公共下水道事業（三日月処理区） 668,364
39 　公共下水道事業（小城処理区） 807,188

教育委員会
教育総務課 40 　牛津小学校施設大規模改造事業 185,510

41 ※桜岡小学校プール改築事業 19,990
42 ※防災機能強化事業 31,305

学校教育課 43 　放課後児童クラブ建設事業 25,336
44 　放課後児童健全育成事業 109,719

こども課 45 　子育て世帯臨時特例給付事業 27,375
46 ※子どものための保育給付等事業 872,227
47 ※子どものための教育給付事業 102,941

生涯学習課 48 　身近なユニバーサルデザイン（トイレ様式化）推進事業（自治公民館分） 1,600
49 　牛津公民館等改修事業 317,252
50 　三日月体育館改修事業 6,249

文化課 51 　梧竹デジタルミュージアム事業 3,669
52 ※中林梧竹特別展会開催事業 1,782
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総務・市民
３
７
９
万
円

資
源
磨
き
構
想
策
定
事
業

　

地
方
創
生
に
よ
る
活
性

化
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
し

て
、
ア
イ
ル
の
温
泉
を
核
と

す
る
「
温
泉
・
ス
ポ
ー
ツ
・

医
療
」
が
連
携
し
た
拠
点
づ

く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
基
本
構
想
）
を
策
定
す
る
。

問 

具
体
的
な
予
算
や
内
容
は
。

答 

２７
年
度
中
に
基
本
構
想

を
策
定
す
る
の
で
、
そ
の
中

で
示
す
。

３
億
８
，３
１
３
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
２７
年
度

は
７
億
円
の
収
入
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
頂
い
た
小
城
市
外
在
住
の

方
に
、お
礼
の
品
を
進
呈
し
、

寄
附
金
を
ふ
る
さ
と
応
援
推

進
事
業
と
し
て
活
用
す
る
。

問 

２７
年
度
は
、
予
算
計
上

の
通
り
７
億
円
の
寄
附
金
が

本
当
に
見
込
め
る
の
か
。

答 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の

広
告
の
効
果
は
大
き
く
、
達

成
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

４
３
２
万
円

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業

　

市
民
活
動
を
支
援
す
る
と

共
に
、
市
民
協
働
の
推
進
を

図
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し

て
、「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

を
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
内
に
設
置
す
る
。

問 

事
業
費
の
う
ち
わ
け
は
。

答 

備
品
購
入
費
２
５
３
万

円
、
委
託
料
１
６
１
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

１
，０
０
９
万
円

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
策
定
事
業

　

道
路
、
橋
梁
等
の
イ
ン
フ

ラ
を
含
む
施
設
の
老
朽
化
や

今
後
の
人
口
減
少
等
に
よ
る

利
用
需
要
が
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
、

最
適
な
配
置
等
を
す
す
め
る
。

問 

ど
の
よ
う
な
計
画
で
実

施
す
る
の
か
。

答 

２７
年
度
に
調
査
を
実
施

し
、
２８
年
度
に
統
廃
合
を
含

む
具
体
的
な
方
針
を
決
め
る
。

１
，６
１
０
万
円

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
事
業

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
導
入

に
よ
り
、
行
政
手
続
き
の
簡

素
化
、
利
便
性
の
向
上
、
行

政
の
効
率
化
を
図
る
。

問 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答 

社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
分
野
に
お
い
て
、
複

数
の
機
関
が
保
持
し
て
い
る

個
人
情
報
を
結
び
つ
け
効
率

的
な
行
政
運
営
を
図
る
。
ま

た
所
得
証
明
書
な
ど
の
添
付

書
類
を
不
要
と
し
、
手
続
き

の
簡
素
化
を
図
る
。

教育・文化・福祉
３
，１
３
０
万
円

防
災
機
能
強
化
事
業

　

学
校
の
体
育
館
の
天
井
等

の
耐
震
対
策
の
た
め
に
落
下

防
止
の
処
置
を
施
す
。

問 
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

答 

体
育
館
照
明
器
具
に
落

下
防
止
ワ
イ
ヤ
ー
を
設
置
し

た
り
、
軽
量
天
井
に
改
修
す

る
。

２
，５
３
３
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

建
設
事
業

　

市
内
８
小
学
校
内
で
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、

待
機
児
童
の
解
消
と
増
加
す

る
入
級
希
望
者
へ
の
対
応
を

行
う
た
め
、新
増
設
を
行
う
。

問 

今
年
度
の
予
定
は
。

答 

砥
川
小
学
校
に
増
設
す
る
。

１
億
９
７
１
万
円

放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業

　

女
性
の
就
労
機
会
の
増
加

や
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

保
護
者
が
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
図
る
た
め
、
放
課
後

に
対
象
児
童
が
安
全
で
健
や

か
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提

供
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
。

問 

事
業
費
の
主
な
も
の
は
。

答 

主
に
ス
タ
ッ
フ
の
人
件

費
。
ほ
か
に
空
調
機
器
の
設

置
費
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

６
２
４
万
円

三
日
月
体
育
館

改
修
事
業

　

雨
漏
り
し
て
い
る
体
育
館

の
改
修
事
業
の
実
施
設
計
。

問 

２８
年
度
完
成
の
予
定
だ

が
、
利
用
者
も
多
い
。
早
急

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

手
順
を
踏
む
と
２８
年
度

の
完
成
の
予
定
だ
が
、
な
る

べ
く
早
く
進
む
よ
う
努
力
す

る
。

主
な
事
業

ふるさと納税による寄付額ランキング（２０１４年）
　 自治体と金額 特徴

１ 長崎県平戸市 有効期限なしのポイント制を導入１２億７８８４万円

２ 佐賀県玄海町 １０万円の寄付で１年間毎月、旬の特産
品を提供９億３２０６万円

３ 北海道上士幌町 ブランド牛「十勝ナイタイ和牛」が好
評９億１０９８万円

８ 佐賀県小城市 和牛など約５０種類の特典から選べる４億２８２２万円
※順位と金額はトラストバンク調べ

▲放課後児童クラブ健全育成事業
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５
０
０
万
円

歴
史
的
建
造
物

活
用
事
業

　

歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し

て
小
城
市
の
特
性
を
活
か
し

た
起
業
モ
デ
ル
や
人
材
を
発

掘
す
る
。

問 

対
象
の
基
準
と
委
託
先

に
つ
い
て
。

答 

国
登
録
有
形
文
化
財
や

武
家
屋
敷
、
町
屋
等
５
か
所

程
の
候
補
が
あ
る
が
、
１
か

所
に
絞
り
込
む
。
委
託
先
に

つ
い
て
は
公
募
し
、
提
案
型

で
決
定
す
る
。

４
０
０
万
円

生
活
困
窮
者
対
策
事
業

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
自
立
支
援
を
強
化
す
る
。

問 

事
業
内
容
と
担
当
部
署

の
体
制
に
つ
い
て
は
。

答 

生
活
保
護
に
は
至
ら
な

い
が
何
ら
か
の
支
援
を
必
要

と
す
る
相
談
に
対
し
、
計
画

を
立
て
て
支
援
を
す
る
。
福

祉
課
で
担
当
し
、
主
任
相
談

支
援
員
１
名
、
自
立
支
援

員
・
就
労
支
援
員
（
兼
務
１

名
）
を
置
く
。

７
億
６
，７
１
５
万
円

市
営
住
宅
建
替
事
業

　

牛
津
地
区
の
市
営
住
宅
の

建
替
。
本
年
度
は
１
号
棟
３２

戸
の
工
事
費
な
ど
。

問 

当
初
計
画
か
ら
事
業
費

が
膨
ら
ん
で
い
る
が
、
そ
の

理
由
と
節
減
は
ど
う
し
た
の

か
。

答 

人
件
費
等
の
単
価
上
昇
、

消
費
税
の
増
な
ど
で
工
事
費

が
増
加
し
た
。
市
営
住
宅
の

建
築
基
準
に
適
合
さ
せ
な
が

ら
工
事
費
の
縮
減
に
努
力
し

た
。

２
，３
９
６
万
円

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
維
持
管
理
事
業

　

本
年
９
月
に
完
成
予
定
の

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

の
管
理
運
営
費
等
で
、
２８
年

１
月
全
館
開
館
予
定
。

問 

管
理
運
営
を
民
間
事
業

者
に
行
わ
せ
る
予
定
で
あ
る

が
、
今
年
度
の
管
理
運
営
費

は
。

答 

１０
月
か
ら
開
館
準
備
に

取
り
組
む
。
予
算
は
開
館
イ

ベ
ン
ト
費
用
等
を
含
ん
で
い

る
が
、
開
館
後
の
管
理
運
営

費
は
、
会
議
室
や
商
工
会
議

所
等
の
使
用
料
収
入
を
除
い

て
、
人
件
費
、
光
熱
水
費
等

の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

５
４
０
万
円

小
城
市
立
地
適
正
化

計
画
策
定
事
業

　

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
を

背
景
と
し
た
都
市
機
能
の
適

正
な
立
地
誘
導
を
図
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向

け
た
立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
す
る
。

問 

計
画
策
定
後
は
ど
う
さ

れ
る
か
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
は
実
現
で
き
る
か
。

答 

居
住
誘
導
地
域
を
設
け

て
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け

る
な
ど
、
機
能
向
上
を
目
指

し
て
い
く
。

１
，９
１
２
万
円

青
年
就
農
給
付
金

給
付
事
業

　

就
農
前
後
の
青
年
新
規
就

農
者
に
対
し
、
年
間
１
５
０

万
円
を
給
付（
最
長
５
年
間
）。

問 

対
象
者
は
。

答 

経
営
開
始
型
の
新
規
就

農
者
１１
名
と
２
組
の
夫
婦
。

地
区
別
は
、
小
城
町
３
人
、

三
日
月
町
２
人
と
夫
婦
２

組
、
牛
津
町
３
人
、
芦
刈
町

２
人
で
、
１
人
は
予
備
。
作

物
は
、
米
麦
・
ミ
カ
ン
・
イ

チ
ゴ
・
ナ
ス
等
を
作
付
。

７
３
５
万
円

小
城
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
策
定
事
業

　

西
九
州
大
学
看
護
学
部
誘

致
予
定
地
周
辺
（
現
小
城
公

民
館
）
の
環
境
整
備
計
画
の

策
定
な
ど
。

問 

大
学
誘
致
の
青
写
真
は

で
き
て
い
る
。
計
画
策
定
は

必
要
か
。
整
備
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
社
会
資
本
整
備

交
付
金
が
も
ら
え
な
い
か
。

答 

交
付
金
は
計
画
策
定
が

前
提
条
件
で
あ
る
。

産業・建設

＜補正（第８号）の主なもの＞
事　業　名 補正予算額

海苔養殖漁場環境改善緊急対策事業 84万円
県営クリーク防災機能保全対策事業
「小城地区」 300万円

県営農業競争力基盤整備事業
（多久導水路地区） 610万円

スマートインターチェンジ整備事業 911万円減
保育所等緊急整備事業 3,068万円減

＜補正（第９号）の主なもの＞
事　業　名 補正予算額

小城市まるごと情報発信事業 2,033万円
小城市版地方創生総合戦略策定事業 712万円
プレミアム付商品券発行事業 9,096万円
ふるさと“小城”魅力発信事業 2,072万円
歴史的建造物活用事業 500万円

▲誘致計画の予定地
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会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果

平成２７年 第１回　小城市議会定例会議決結果（３月２日〜３月20日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果
議案第２号 小城市行政手続条例の一部を改正する条例

総

可決（全員賛成）
議案第３号 小城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第４号 小城市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第５号 小城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第６号 小城市職員定数条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第７号 小城市教育委員会教育長の職務専念義務の特例に関する条例 可決（全員賛成）
議案第８号 小城市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）
議案第９号 小城市公告式条例の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）
議案第10号 小城市教育委員会の委員の定数を増加する条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）
議案第11号 小城市手数料徴収条例の一部を改正する条例 産 可決（全員賛成）
議案第12号 小城市相原一郎教育振興基金条例の一部を改正する条例

文

可決（全員賛成）
議案第13号 小城市育英事業資金貸付基金条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第14号 小城市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第15号 小城市立保育所設置条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第16号 小城市まちなか市民交流プラザ条例 産 可決（全員賛成）
議案第17号 小城市市民活動センター条例 総 可決（全員賛成）
議案第18号 小城市観光交流センター条例 産 可決（全員賛成）
議案第19号 小城市役所出張所設置条例の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）
議案第20号 小城市公民館条例の一部を改正する条例

文
可決（全員賛成）

議案第21号 小城市民図書館条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第22号 小城市漁港整備事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

産
可決（全員賛成）

議案第23号 小城市港湾整備事業分担金徴収条例 可決（全員賛成）
議案第24号 小城市下水道条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
議案第25号 小城市国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）
議案第26号 小城市総合計画策定条例

総
可決（全員賛成）

議案第27号 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び規約の変更について 可決（全員賛成）
議案第28号 建設工事委託に関する基本協定の変更について 産 可決（全員賛成）
議案第29号 平成26年度小城市一般会計補正予算（第８号） 総・文・産 可決（全員賛成）
議案第30号 平成26年度小城市下水道特別会計補正予算（第４号） 産 可決（全員賛成）
議案第31号 平成26年度小城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

総
可決（全員賛成）

議案第32号 平成26年度小城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
議案第33号 平成26年度小城市水道事業会計補正予算（第４号） 産 可決（全員賛成）
議案第34号 平成26年度小城市病院事業会計補正予算（第３号） 文 可決（全員賛成）

議案第35号
平成27年度小城市一般会計予算（修正動議） 総 可決（賛成20：反対1）
平成27年度小城市一般会計予算 総・文・産 可決（賛成20：反対1）

議案第36号 平成27年度小城市授産場特別会計予算 文 可決（全員賛成）
議案第37号 平成27年度小城市簡易水道特別会計予算

産
可決（全員賛成）

議案第38号 平成27年度小城市下水道特別会計予算 可決（全員賛成）
議案第39号 平成27年度小城市国民健康保険特別会計予算

総
可決（賛成20：反対1）

議案第40号 平成27年度小城市後期高齢者医療特別会計予算 可決（賛成20：反対1）
議案第41号 平成27年度小城市水道事業会計予算 産 可決（全員賛成）
議案第42号 平成27年度小城市病院事業会計予算 文 可決（全員賛成）
議案第43号 小城市教育委員会委員の任命について ― 同意（全員賛成）
議案第44号 平成26年度小城市一般会計補正予算（第９号） 総・文・産 可決（全員賛成）
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

―
適任（賛成１９：退席2）

発議第１号 小城市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
発議第２号 小城市議会基本条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

付託委員会名　総…総務　　文…文教厚生　　産…産業建設　　−…委員会付託なし
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２
月
１６
日
、
議
場
に
て
西

九
州
大
学
地
域
看
護
学
部
誘

致
に
関
す
る
全
員
協
議
会
が

行
わ
れ
た
。
主
な
協
議
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
３０
年
４
月
１
日

開
設
予
定
、
小
城
公
民
館
跡

地
等
に
設
置
、
定
員
３
６
０

名
、
年
間
経
済
波
及
効
果
約

８
億
４
千
万
円
。

　
　
　

市
と
し

て
事
業
費
に
対

す
る
補
助
を
す

る
意
向
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

総
事
業

費
約
２０
億
円

の
う
ち
、
小
城

市
と
佐
賀
県
に

対
し
て
補
助
を

要
望
さ
れ
て
お

り
、
市
と
し
て

は
一
部
を
補
助

し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

概
要

質
問

回
答

　
　
　

大
学
の
駐
車
場
は
確

保
で
き
る
の
か
。

　
　
　

西
九
州
大
学
側
と
し

て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け

で
は
な
く
、
周
辺
の
民
間
の

駐
車
場
を
借
り
て
対
応
し
た

い
と
い
う
意
向
も
あ
る
。

質
問

回
答

議案等の賛否一覧（全会一致以外のみ掲載）
中島正之議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並
　
陽
一

永
渕
　
和
正

西
　
　
正
博

光
岡
　
　
実

富
永
　
正
樹

諸
泉
　
定
次

樋
渡
　
邦
美

中
島
　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川
　
高
志

市
丸
　
典
夫

岸
川
　
英
樹

上
瀧
　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬
　
健
一

松
尾
　
義
幸

堤
　
　
克
彦

平
野
　
泰
造

下
村
　
仁
司

北
島
　
文
孝

大
坪
　
德
葊

議案
第35号

27年度一般会計予算（修正案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

27年度一般会計予算
（修正した部分を除く部分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

諮問第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　−：退席

　
平
成
２７
年
５
月
１５
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
上
野
保

明
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
。

　

平
成
２７
年
６
月
３０
日
の
任

期
満
了
に
伴
い
合
瀬
由
未
子

氏
を
再
度
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
。

上野　保明 氏合瀬由未子 氏

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦

西
九
州
大
学
誘
致
に
つ
い
て
の
全
員
協
議
会

▲協定書に署名する市長と理事長

討
　
　
論

　

議
案
３５
号
平
成
２７
年
度
一

般
会
計
予
算
の
中
で
、
中
国

海
塩
県
と
の
交
流
事
業
を
減

額
す
る
修
正
動
議
が
出
さ

れ
、
原
案
・
修
正
案
に
対
す

る
討
論
が
な
さ
れ
賛
成
多
数

で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

〔
原
案
賛
成
者
の
意
見
〕

　

農
産
物
の
輸
出
入
な
ど
で

世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向

か
う
中
で
、
国
・
県
も
国
際

交
流
を
進
め
て
い
る
。
小
城

市
も
一
刻
も
早
く
交
流
を
進

め
て
小
城
市
の
利
益
と
す
べ

き
で
あ
る
。

〔
修
正
案
賛
成
者
の
意
見
〕

　

制
度
設
計
が
不
十
分
で
執

行
部
の
答
弁
が
一
貫
し
て
い

な
い
。
事
業
の
目
的
、
効
果

等
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
公
式
訪
問
で
あ

れ
ば
民
間
も
含
め
全
員
公
費

で
行
く
べ
き
で
あ
る
。
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委 員 会 報 告
　３月９日の本会議において、各常任委員会に付託された議
案審査は、慎重な審査の結果、総務常任委員会で一部修正が
なされ、他の全議案については可決した。

　
　
　
小
城
市
役
所
出
張
所
設
置
条
例
で
ま
ち
な
か
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
は
１０
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
と
い
う
こ
と
な
ら

条
例
施
行
日
を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

９
月
に
完
成
は
す
る
が
準
備
等
の
た
め
来
年
１
月

を
施
行
日
と
し
て
い
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
原
因
か
。

　
　
　

最
近
の
景
気
の
上
向
き
を
背
景
と
し
て
非
正
規
雇

用
か
ら
社
会
保
険
適
用
の
正
規
雇
用
へ
と
変
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
２７
年
度
一

般
会
計
予
算

の
う
ち
、
国

際
交
流
事
業

に
つ
い
て
事

業
計
画
が
定

ま
っ
て
い
な

い
の
で
、
予

備
費
に
回
す

修
正
案
が
提

出
さ
れ
全
員

賛
成
で
可
決

す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
３
月
１１
日
）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
市
民
病
院
が
新
年
度
か
ら
始
め
る
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
、
①
市
民
の
要
望
が
あ
っ

た
の
か
②
病
院
の
ど
こ
に
設
置
か
③
利
用
見
込
み
は
。

　
　
　

①
患
者
さ
ん
を
始
め
、
市
民
の
要
望
が
あ
っ
た
。

②
病
院
南
側
の
旧
医
師
官
舎
に
事
務
所
を
予
定
③
利
用
者

数
は
現
在
２６
名
。
４０
名
を
目
標
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
牛
津
公
民
館
の
借
地
の
駐
車
場
の
購
入
費
減
額
と

交
渉
経
過
の
説
明
を
。

　
公
民
館
の
改
修
と
借
地
の
駐
車
場
購
入
は
セ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。
地
権
者
と
の
合
意
の
な
い
ま
ま
土
地
購
入
の
予

算
を
計
上
し
た
の
か
。

　
　
　

一
昨
年
５
月
に
牛
津
公
民
館
の
改
修
と
駐
車
場
の

活
用
を
決
定
し
た
。
口
頭
で
の
内
諾
で
理
解
し
て
い
た
。

売
ら
な
い
と
の
意
思

表
示
を
受
け
、
３
回

折
衝
を
行
っ
た
が
、

合
意
で
き
ず
土
地
購

入
費
を
減
額
し
た
。

今
後
も
駐
車
場
は
不

足
す
る
の
で
、
市
で

所
有
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

　
　
　
借
地
料
の
単

価
は
。

　
　
　

昭
和
５６
年
か

ら
、
３５
万
円
か
ら
値

上
が
り
し
て
、
平
成

２５
年
度
は
１
２
７
万

６
千
円
で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
３
月
１２
日
）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
「
小
城
市
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」
条
例
に

つ
い
て
貸
店
舗
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
料
の
積
算
根
拠
と
商
工

会
議
所
及
び
西
九
州
大
学
に
貸
さ
れ
る
部
分
は
何
を
根
拠

に
算
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

貸
店
舗
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
料
は
、
行
政
財
産
使
用

料
条
例
に
基
づ
い
た
積
算
で
あ
る
。
商
工
会
議
所
と
西
九

州
大
学
に
つ
い
て
は
、
行
政
財
産
の
使
用
許
可
と
い
う
形

で
対
応
を
考
え
て
お
り
、
行
政
財
産
使
用
料
条
例
に
基
づ

い
て
使
用
料
を
積
算
す
る
。
商
工
会
議
所
と
西
九
州
大
学

に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
地
域
経
済
の
振
興
の

活
動
を
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
７
割
～
８
割
減
免
で
協

議
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

指
定
管
理

者
に
つ
い
て
ま
ち

づ
く
り
小
城
と
の

協
議
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、ま
た
、

エ
ン
ト
リ
ー
は
何

社
募
る
の
か
。

　
　
　

今
、
計
画

書
の
策
定
を
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の

指
定
管
理
者
に
つ

い
て
は
、「
ま
ち

づ
く
り
小
城
」
を

非
公
募
で
特
命
随

契
と
い
う
形
で
選

定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
３
月
１６
日
）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲建設中の交流プラザ

▲早急な借地の解消と、借地料も見直すべき

▲国民健康保険被保険者数減少の推移

人口
（人）

国保世帯数
（年度末現在）
（世帯）

被保険者数
（年度末現在）
（人）

７５歳以上
の人口
（人）

後期高齢者医療
被保険者数
（人）

平成１７年度 47,037 7,348 15,944 4,986

平成１９年度 46,602 7,416 15,563 5,376

平成２１年度 46,515 5,648 11,311 5,623 5,717

平成２３年度 46,198 5,706 11,183 5,862 5,956

平成２５年度 46,115 5,614 10,589 6,006 6,058

２０１５年５月号9

常
任
委
員
会
報
告



　
　
　

①
平
成
１８
年
３
月
に

小
城
市
が
出
し
た
松
本
山
採

石
場
安
全
対
策
提
言
書
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。

②
提
言
書
以
降
の
採
石
量
は

い
く
ら
か
。

③
採
石
場
の
３
分
の
１
は
小

城
市
の
所
有
地
、
緑
化
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
そ

の
実
績
は
。

④
採
石
場
の
認
可
と
い
つ

終
わ
ら
せ
よ
う
と
県
、（
株
）

タ
ニ
グ
チ
に
要
請
し
て
い
る

か
。

　
　
　

①
提
言
書
は
、
安
全

な
形
状
で
終
息
で
き
る
よ
う

松
本
山
の
断
面
形
状
を
提
案

し
た
も
の
。

採
石
年
数
を

短
期
、中
期
、

長
期
す
な
わ

ち
３
年
、
５

年
、
８
年
で

想
定
し
た
も

の
。
平
成
２０

年
に
は
、
小

城
市
と
し
て

終
了
期
間
を

１０
年
程
度
の

期
間
が
必
要

と
意
見
書
を
出
し
た
。
早
く

安
全
な
形
状
で
事
業
の
終
息

を
め
ざ
し
た
い
。

④
認
可
期
間
の
更
新
は
、
平

成
２７
年
３
月
３
日
か
ら
５
か

年
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

②
平
成
１８
年
度

か
ら
２６
年
度
ま
で
の
搬
出
量

は
、１
０
２
万
㎥
。

③
平
成
２０
年
度
、
２１
年
度
に

種
子
吹
き
つ
け
、張
り
か
え
、

播
種
、
植
栽
、
植
樹
等
が
実

施
さ
れ
そ
の
後
も
再
緑
化
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

※�

質
問
終
了
後
、
採
石
認
可

期
間
は
、
質
問
当
日
に
県

か
ら
文
書
が
届
き
、
３
年

間
に
な
っ
て
い
た
と
市

長
、
建
設
部
長
よ
り
訂
正

と
お
詫
び
が
表
明
さ
れ
た
。

松
尾

市
長

部
長
部
長
建
設
部
長

松
本
山
の
採
石
は

い
つ
終
わ
る
の
か

市
長
早
く
安
全
な
形
状
で
事
業
の
終
息

を
め
ざ
し
た
い

松尾　義幸

▲裸地が広がる松本山

　
　
　

西
九
州
大
学
看
護
学

部
の
誘
致
の
話
が
あ
る
。
建

設
予
定
地（
現
小
城
公
民
館
）

は
も
と
も
と
交
流
プ
ラ
ザ
の

駐
車
場
に
な
る
と
説
明
さ
れ

て
い
た
が
、
十
分
な
駐
車
場

が
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　
　

交
流
プ
ラ
ザ
建
設
予

定
地
の
北
側
に
１
０
０
台
の

駐
車
場
を
予
定
し
て
い
る
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
と
き
に
は
不
足
が
生

じ
る
こ
と
も
予
測
を
し
て

い
る
。
不
足
す
る

と
こ
ろ
は
現
在
活

用
さ
れ
て
い
る
公

民
館
南
側
に
１
１

８
台
分
の
駐
車
場

を
利
用
す
る
計
画

だ
。
ま
た
、
駐
車

場
南
側
の
整
備
活

用
、
小
城
高
南
側

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
整
備
を
し
て

い
け
ば
プ
ラ
ス
１

０
０
台
分
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
で
き

る
と
試
算
を
し
て

お
り
、
臨
時
的
な
駐
車
場
と

し
て
の
確
保
は
で
き
る
。

　
　
　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

お
越
し
に
な
る
お
客
様
に
対

し
て
遠
く
の
ほ
う
か
ら
歩
い

て
き
て
い
た
だ
く
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
。
ま
た

商
店
街
の
方
々
が
心
配
さ
れ

て
い
る
の
は
不
法
駐
車
だ
。

そ
こ
で
、
交
流
プ
ラ
ザ
北
側

駐
車
場
を
立
体
駐
車
場
に
す

る
考
え
は
。

　
　
　

立
体
駐
車
場
に
つ
い

て
は
基
本
構
想
の
と
き
に
検

討
し
た
。
事
業
費
が
多
く
か

か
る
た
め
、
現
状
で
い
き
た

い
。そ

の
他
の
質
問

○�

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

市
丸

市
長

市
丸

市
長

交
流
プ
ラ
ザ
の

駐
車
場
の
考
え
方
は

市
長
建
設
予
定
地
の
北
側
に
１
０
０
台
の

駐
車
場
を
予
定

市丸　典夫
▲平成２８年１月全館オープン予定

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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一
般
質
問



　
　
　

小
城
市
と
な
っ
て
借

地
を
減
ら
し
て
き
た
。
し
か

し
、
ま
だ
借
地
が
残
っ
て
い

る
。
議
会
で
取
得
料
を
承
認

し
た
旧
牛
津
庁
舎
北
側
駐
車

場
と
、
牛
津
の
寺
町
運
動
公

園
、
そ
し
て
三
日
月
体
育
館

の
大
部
分
を
占
め
る
借
地
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　
　

三
日
月
体
育
館
と

牛
津
運
動
公
園
の
地
権
者
３

名
に
は
、
売
却
で
の
交
渉
を

重
ね
て
き
て
い
る
。
早
急
に

解
消
す
べ
く
責
任
を
感
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

牛
津

公
民
館
北
側
の
駐

車
場
は
、
一
昨
年

か
ら
交
渉
し
て
平

成
２６
年
度
に
用
地

買
収
し
た
。
２
筆

の
１
筆
だ
け
で
す
。

１
筆
は
契
約
に
入

る
前
に
売
買
し
な

い
と
な
り
、
今
回

３
月
議
会
で
取
得

料
の
減
額
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

牛
津
公
民
館
北
側
駐

車
場
の
借
地
は
、
当
初
返
却

の
方
針
が
牛
津
公
民
館
分
室

と
し
て
残
す
の
で
、
借
地
を

取
得
す
る
と
方
針
転
換
。
議

会
と
し
て
も
予
算
を
承
認
し

た
。
買
え
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
補
正
予
算
で
減
額
で
済

む
話
で
は
な
い
。
三
日
月
体

育
館
も
大
規
模
改
修
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
市
長
と
し
て

任
期
中
に
解
消
す
る
決
意
は

あ
る
か
。

　
　
　

取
得
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
。
借
地
料
も
見
直

す
。そ

の
他
の
質
問

○�

防
災
・
減
災
対
策

○�

市
長
と
語
る
会
の
実
施

諸
泉

教
育
長

総
務
部
長

諸
泉

市
長

市
長
の
任
期
中
に

借
地
解
消
の
決
意
は

市
長
取
得
の
方
向
で
交
渉
し
、
借
地
料

も
見
直
す

諸泉　定次
▲三日月体育館の敷地の半分以上が借地

　
　
　

水
道
は
市
民
生
活
に

必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
市

内
で
料
金
に
格
差
が
あ
る
。

格
差
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
の
か
。

　
　
　

西
佐
賀
水
道
企
業
団

は
三
日
月
町
、
牛
津
町
、
芦

刈
町
の
市
民
に
給
水
。
小
城

市
水
道
で
は
、
小
城
町
、
三

日
月
町
の
一
部
に
給
水
し
て

い
る
。
２
つ
の
事
業
体
の
水

源
や
給
水
方

法
が
異
な

り
、
経
営
状

況
の
違
い
に

よ
り
料
金
の

格
差
が
出
て

い
る
。
合
併

し
て
１０
年
間

そ
れ
ぞ
れ
が

努
力
し
て
差

を
縮
め
て
は

い
る
。

　
　
　

料
金

格
差
が
あ
る

の
は
佐
賀
市

と
小
城
市
だ
け
だ
が
、
佐
賀

市
は
差
額
を
負
担
す
る
対
策

を
取
っ
て
い
る
。
小
城
市
も

格
差
対
策
を
。

　
　
　

一
般
財
源
か
ら
の
持

ち
出
し
で
財
政
負
担
も
大
変

大
き
な
も
の
が
あ
る
。
西
佐

賀
水
道
も
過
去
２
回
の
値
下

げ
、
今
度
は
超
過
料
金
に
対

す
る
値
下
げ
。
小
城
市
水
道

は
、
昨
年
料
金
を
上
げ
て
い

る
。
よ
っ
て
料
金
格
差
が
縮

ま
っ
て
き
て
い
る
状
況
。
原

価
を
い
か
に
落
と
し
て
い
く

努
力
を
す
る
こ
と
は
、
今
も

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

○�

地
方
創
生
で
小
城
市
が
取

り
組
む
事
業
は

岸
川

市
長

岸
川

市
長

水
道
料
金
の
格
差
解
消
の

取
り
組
み
は

市
長
１０
年
間
で
努
力
を
し
な
が
ら

そ
の
差
を
縮
め
て
い
る

岸川　英樹

▲市民生活に必要不可欠な水道
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い
じ
め
防
止
へ
の

更
な
る
取
り
組
み
は

　
　
　

１３
年
９
月
「
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

地
道
な
取
り
組
み
が
重
要
に

な
っ
た
。
文
部
科
学
省
が
昨

年
１０
月
、全
国
の
小
中
高
校
、

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
問

題
行
動
調
査
の
結
果
を
発
表

し
た
。
現
在
、
小
城
市
内
で

の
い
じ
め
の
現
状
と
防
止
へ

の
対
策
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
実

施
間
隔
等
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　

昨
年
９
月
「
小
城

市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
等
条
例
」
を
議
会
で

承
認
さ
れ
た
。
本
年
２
月

第
１
回
と
な

る
「
い
じ
め

問
題
対
策
連

絡
協
議
会
」

と
「
い
じ
め

問
題
専
門
委

員
会
」
を
開

催
し
た
。
現

在
市
内
に
お

い
て
約
４
千

名
の
小
中
学

生
が
集
団
生

活
を
行
っ
て

い
る
中
で
、
２５
年
度
は
３２
件

を
覚
知
し
５
件
を
い
じ
め
と

認
知
し
た
。
２６
年
度
は
３
件

を
覚
知
し
た
が
、
認
知
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に

て
、
い
じ
め
の
兆
候
を
早
期

に
発
見
し
、
早
期
に
対
応
し

て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

成
果
が
件
数
に
表
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、ネ
ッ

ト
に
よ
る
い
じ
め
を
防
止
す

る
た
め
に
、
佐
賀
大
学
や
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
さ
が
と
連
携

し
、対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
方
創
生
戦
略
の
推
進
は

○�

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

西

教
育
長

西　　正博

教
育
長
月
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

早
期
発
見
に
努
め
る

▲２４時間いじめ相談ダイヤルのＰＲロゴ

　
　
　

①
教
科
書
選
定
の
手

順
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
教
科
書
選
定
で
特
に
力
を

入
れ
た
点
は
。

③
長
年
に
亘
っ
て
教
科
書
が

変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

　
　
　
　

①
佐
賀
、
多
久
、

小
城
３
市
の
佐
城
地
区
で
４

年
ご
と
に
選
定
。
２６
年
度
に

２７
年
度
か
ら
の
小
学
校
教
科

書
を
選
定
、
中
学
校
は
２７
年

度
に
行
う
。
調
査
委
員
会
、

選
定
委
員
会
、
採
択
地
区
協

議
会
を
経
て
、
最
終

決
定
は
各
市
の
教
育

委
員
会
で
行
う
。
教

科
書
展
示
会
等
で
地

域
、
保
護
者
、
現
場

の
意
見
も
聞
い
て
い

る
。

②
県
で
５
つ
の
基

準
（
基
礎
・
主
体
的

な
学
習
・
説
明
・
活

用
力
・
わ
か
り
や
す

さ
）
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
活
用
力

と
い
う
観
点
に
注
目

し
た
。

③
子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
た

め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
意

見
を
闘
わ
せ
た
結
果
で
あ
る

が
、
見
直
し
が
必
要
と
い
う

意
見
も
あ
る
。

　
　
　

３
年
の
期
限
で
第
３

次
行
政
改
革
大
綱
が
示
さ
れ

た
が
、
効
果
的
推
進
の
た
め

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
求
め
た
上
で
大
綱
を
成

立
さ
せ
、
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
強
力
に
推
進
し
て
い

く
。
２
次
プ
ラ
ン
か
ら
の
洗

い
出
し
が
必
要
な
の
で
プ
ラ

ン
策
定
に
半
年
ほ
ど
か
か
る
。

江
島

教
育
長

行
政
改
革
の
協
力
推
進

江
島

市
長

学
習
の
目
的
に
沿
っ
た

教
科
書
選
定
を

教
育
長
子
ど
も
の
力
を
伸
ば
す
教
科

書
の
採
択
に
努
め
る

江島佐知子
▲２７年度から小城市内の小学校で使われる教科書（一部）
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
は
今
か
ら
５
年
間

取
り
組
む
。
人
口
減
少
や
５

年
後
時
点
の
目
標
達
成
を
盛

り
込
ん
だ
総
合
戦
略
を
つ
く

る
と
規
定
し
、
地
方
自
治
に

課
す
も
の
で
あ
る
。
ど
う
取

り
組
ま
れ
る
か
。

　
　
　

こ
の
１０
年
間
、
小
城

市
の
人
口
は
微
減
で
あ
っ

た
。
今
後
は
急
速
な
人
口
減

少
が
あ
る
と
認
識
し
、
２７
年

度
に
小
城
市
版
戦
略
を
策
定

す
る
。

　
　
　

施

策
の
５
原

則
、
自
立

性
・
将
来

性
・
地
域

性
・
直
接

性
・
結
果

重
視
を
踏

ま
え
、
創

生
の
た
め

の
事
業
を

国
に
提
案

し
承
認
を

得
ね
ば
な

ら
ぬ
。ど
う
展
開
さ
れ
る
か
。

　
　
　

人
口
減
少
を
命
題
と

し
実
効
性
の
あ
る
地
方
活
性

化
を
促
進
し
て
い
く
。
長
期

的
展
望
の
認
識
も
必
要
で
あ

り
、
関
係
施
策
事
業
を
所
管

す
る
部
課
が
共
通
の
テ
ー
ブ

ル
を
つ
く
っ
て
、
定
住
促

進
・
婚
活
・
人
口
増
の
施
策

に
総
合
的
に
取
り
組
み
、
小

城
市
の
魅
力
・
暮
ら
し
や
す

さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

こ
の
５
原
則
を

国
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
各
部
連
携
し
て
共
通
の

テ
ー
ブ
ル
で
検
討
し
企
画
課

が
担
当
課
と
し
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
く
。

平
野

市
長

平
野

市
長

企
画
課
長

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

市
長
小
城
市
版
の
戦
略
を
策
定
す
る

平野　泰造

▲「地方創世」の基本的な考え方

　
　
　

既
存
事
業
の
た
め
の

単
な
る
財
源
組
み
換
え
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　
　

財
源
組
み
換
え
に
よ

り
、
自
主
財
源
を
確
保
し
、

繰
入
金
や
市
債
が
減
る
こ
と

は
良
い
と
考
え
る
。

　
　
　

他
自
治
体
の
よ

う
に
、
特
色
あ
る
事
業

に
も
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
今
後
は
特
別
な

事
業
目
的
達
成
の
た
め

の
活
用
も
必
要
で
あ

り
、
２７
年
度
中
に
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

問
題
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
除
去
機
能
、

不
正
侵
入
阻
止
機
能
、
迷
惑

メ
ー
ル
防
止
機
能
な
ど
に
よ

り
、
安
全
性
を
確
保
す
る
。

　
　
　

現
場
の
教
員
に
対
す

る
支
援
体
制
の
充
実
は
。

　
　
　
　

現
場
で
不
具
合
が

あ
っ
た
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
市
か
ら
指

示
を
出
し
て
対
応
す
る
。
ま

た
、
２
名
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支

援
員
が
、
各
学
校
を
巡
回
し

て
対
応
す
る
。

松
並

市
長

松
並

市
長公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）

環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て

松
並

企
画
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

松
並

教
育
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
方
法
は

松並　陽一

市
長
寄
附
者
の
意
向
に
沿
う
の
が
原
理

原
則
で
あ
る

▲「ふるさとチョイス」（小城市の広告）
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上瀧　政登

空
き
家
等
の
管
理
の
た
め
の

条
例
制
定
を

　
　
　

放
置
さ
れ
た
空
き
家

等
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め

の
条
例
の
制
定
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

昨
年
秋
の
臨
時
国
会

で
特
別
措
置
法
が
成
立
し
、

総
務
省
、
国
土
交
通
省
か
ら

空
き
家
対
策
の
基
本
指
針

が
公
表
さ
れ

た
。
小
城
市

で
も
基
本
方

針
を
踏
ま
え

て
条
例
の
制

定
に
取
り
組

む
。

　
　
　

改
善

す
べ
き
課
題

は
。

　
　
　
　

男

女
兼
用
に

な
っ
て
い
る
ト
イ
レ
の
改

修
。
駐
車
場
が
不
足
し
て
い

る
。
少
年
野
球
に
と
っ
て
は

か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
あ

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
に
１

９
０
０
㎡
の
市
有
地
が
あ
る

が
以
前
は
地
元
の
人
が
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
た
り
少
年
野
球
の
予
備
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
た
が
今
は
荒
れ
て
い
る

の
で
適
正
に
管
理
し
て
い

く
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
関
係

者
や
周
辺
の
方
の
意
見
を
総

合
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○�

石
工
の
里
ふ
れ
あ
い
夕
市

に
つ
い
て

上
瀧

市
長

砥
川
の
牛

津
運
動
公

園
に
つ
い

て上
瀧

教
育
長

▲放置されている空き家
市
長
条
例
制
定
に
取
り
組
む

　
　
　

平
成
３２
年
に
本
格
稼

動
予
定
の
、
小
城
・
多
久
地

区
の
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
が
進
む
な

か
、
循
環
型
社
会
形
成
の
構

築
に
向
け
施
政
方
針
の
中
で

「
ご
み
の
分
別
化
に
よ
る
焼

却
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
」と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、

可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
効
果

な
ら
し
め
る
一
番
の
近
道

は
、
生
ご
み
の
市
に
よ
る
分

別
収
集
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　

大
き
な
施
設
を
つ

く
っ
て
生
ご
み
を
集
め
て
処

理
す
る
と
い
う
こ
と
も
今
ま

で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
自
前
で
で
き
る
分
に
つ

い
て
は
、
く
う
た
く
ん
・
堆

肥
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
有
効
な
生

ご
み
処
理
の
方
法
が
あ
る
の

で
そ
れ
を
進
め
た

い
。

　
　
　

市
長
お
勧

め
の
や
り
方
で

は
、
小
城
市
の
生

ご
み
が
ど
れ
だ
け

減
量
で
き
る
の
か

非
常
に
疑
わ
し

い
。
３２
年
度
か
ら

共
同
処
理
が
始
ま

る
と
な
る
と
、
も
う
待
っ
た

な
し
だ
。
生
き
た
生
ご
み
を

重
油
を
使
い
焼
く
愚
は
も
う

止
め
よ
う
で
は
な
い
か
。
石

油
代
も
減
り
、
め
ざ
す
低
炭

素
社
会
に
も
貢
献
で
き
、
生

み
出
さ
れ
た
金
を
教
育
や
福

祉
に
回
す
。
こ
れ
は
立
派
な

ま
ち
づ
く
り
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　

間
伐
材
ボ
ッ
ク
ス
に

よ
る
生
ご
み
処
理
は
、
産
業

や
雇
用
に
つ
な
が
る
。
ぜ
ひ

経
験
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

小
城
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

に
つ
い
て

○�

本
庁
舎
内
の
喫
煙
室
設
置

に
つ
い
て

富
永

市
長

富
永

市
長

生
ご
み
を
分
別
収
集
し

堆
肥
化
を
急
げ
！！

市
長
枯
れ
葉
と
米
糠ぬ

か

に
よ
る

生
ご
み
処
理
を
広
め
た
い

▲�石油による焼却処分を免れ、
　生きつづける生ごみたち（①→②）

② ① 富永　正樹
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合瀬　健一

　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　

１
万
２
千
円
の

額
面
の
商
品
券
を
１
万
円
で

販
売
。
約
４
万
セ
ッ
ト
を
７

月
以
後
に
予
定
。

　
　
　

小
城
市
版
総
合
戦
略

の
具
体
策
は
。

　
　
　

ア
イ
ル
の
資
源
磨
き

構
想
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
２７
年
度

に
策
定
し
た

い
。

　
　
　

人
口

の
増
加
の
た

め
に
は
都
市

の
市
街
地
の

整
備
が
必
要

と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
で
、
各
旧
町
４
か
所

の
拠
点
整
備
、
土
地
利
用
方

針
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
駅
を
中

心
と
し
た
４
か
所
の
開
発
を

県
と
協
議
中
。
市
主
導
の
具

体
的
な
事
業
計
画
は
見
出
し

て
い
な
い
。

　
　
　

商
工
業
の
振
興
と
新

産
業
の
育
成
は
ど
う
取
り
組

む
か
。

　
　
　

空
き
店
舗
対
策
や
ふ

る
さ
と
納
税
で
小
城
の
物
産

等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
　
　

工
業
団
地
へ
の
企
業

誘
致
の
進
め
方
は
。

　
　
　
　
　
　
　

県
と
連
携

し
、
情
報
の
提
供
や
収
集
を

行
っ
て
い
く
。

合
瀬

産
業
部
長

合
瀬

市
長

合
瀬

建
設
部
長

合
瀬

市
長

合
瀬

商
工
観
光
課
長

平
成
２７
年
度
の
市
政
を
問
う

市
長
道
路
、
交
通
網
の
整
備
と

子
育
て
支
援
を
重
点
施
策

市
長
暮
ら
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

▲企業誘致を急げ

　
　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
や
土
地
利
用
方
針
で

位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
将
来

の
市
街
地
形
成
の
方
針
に
お

け
る
中
心
性
の
高
い
市
街
地

の
活
性
化
、
整
備
計
画
と
立

地
適
正
化
計
画
の
関
連
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

小
城
市
土
地
利
用
方

針
の
策
定
後
、
整
備
優
先
の

検
討
や
将
来
の
市
街
地
エ
リ

ア
に
つ
い
て
、
市
街
地
整
備

推
進
調
査
を
行
い
、
平
成
２６

年
１
月
に
４
地
区
の
エ
リ
ア

を
設
定
。

①
小
城
駅
南
開
発
地
区

②
牛
津
駅
南
開
発
地
区

③�

芦
刈
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区

④
三
里
定
住
地
区

を
設
定
し
た
。

　

立
地
適
正
計
画
は
、
適
正

計
画
区
域
に
な
る
都
市
計
画

区
域
の
中
に
居
住
誘
導
区
域

及
び
都
市
機
能
誘
導
区
域
を

設
け
る
こ
と
で
、
生
活
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
誘
導
や
居
住
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
民
間
誘

導
を
推
進

し
な
が
ら
、

財
政
上
や
税

制
上
の
支
援

策
を
講
じ
る

こ
と
が
可
能

と
な
る
。
こ

の
計
画
を
策

定
す
る
こ
と

で
、
国
か
ら

の
支
援
策
を

は
じ
め
、
民

間
等
へ
の
補

助
及
び
税
政

上
の
優
遇
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
事
業
で
は
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
お
け

る
医
療
、
福
祉
、
子
育
て
支

援
、
商
業
等
の
施
設
整
備
で

も
、
国
か
ら
の
優
遇
措
置
が

あ
る
。

深
川

市
長

拠
点
整
備
と

立
地
適
正
化
計
画
の
考
え

深川　高志

▲ＪＲ牛津駅周辺のまちづくりエリア
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子
育
て
支
援
の
充
実

を
２７
年
度
の
重
点
配
分
施
策

に
位
置
づ
け
た
狙
い
は
。

　
　
　

平
成
２７
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
に
対
応
し
な
が

ら
、
ひ
い
て
は
人
口
減
少
問

題
や
定
住
問
題
に
寄
与
す
る

も
の
だ
と
考
え
る
。

　
　
　

小
城
市
の
子
育
て
支

援
や
事
業
に
お
け
る
特
徴
的

な
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
、
指
導
員
の
雇

用
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
賀
県
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
連
絡
会
へ
委

託
し
て
い
る
（
県
内
唯
一
）。

こ
れ
に
よ
り
ク
ラ
ブ
指
導
員

の
人
材
確
保
、
資
質
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
独
自
の
幼
児
教
育
・
保

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
公

立
、
私
立
、
保
育
園
、
幼
稚

園
及
び
認
可
外
保
育
施
設
な

ど
の
垣
根
を
越
え
た
交
流

の
場
と
し
て
情
報
交

換
や
研
修
会
を
実
施

（
県
内
唯
一
）。
さ
ら

に
公
立
保
育
園
、
幼

稚
園
７
園
で
特
別
支

援
幼
児
教
育
事
業
を

実
施
。
そ
の
他
３
６

５
日
２４
時
間
受
け
付

け
体
制
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
は
、
子
ど
も
の
預

か
り
、
送
迎
、
病
後

児
対
応
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�

要
支
援
１
、
２
に
該
当
す

る
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
移
行

に
対
す
る
対
応

○�

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い

て

香
月

市
長

香
月

教
育
長

誇
り
を
持
て
る
地
域
社
会
の

構
築
を

香月チエミ

▲楽しかった保育園

　
　
　

重
点
施
策
の
一
つ
で

あ
る
生
涯
学
習
の
充
実
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。
そ
の
具

体
的
な
施
策
は
。

　
　
　
　

小
城
市
の
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
文
化
を
創

造
す
る
豊
か
な
心
を
育
み
、

後
世
へ
伝
え
る
人
づ
く
り
を

基
本
目
標
と
定
め
た
、
小
城

市
生
涯
学
習
振
興
計
画
に
基

づ
き
取
り
組
む
。

　

市
民
の
皆
様

が
生
涯
に
わ
た

り
、
自
発
的
に

自
己
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
指

し
、
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
学
習
環
境
の

整
備
や
機
会
を

提
供
し
、
人
や

社
会
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
自

ら
の
体
験
を
地

域
の
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
も
ら
う
な
ど
、
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

　

平
成
２７
年
度
は
、
市
民
の

皆
様
が
主
体
的
な
学
習
活
動

を
行
え
る
よ
う
な
環
境
の
整

備
や
施
設
の
充
実
、
社
会
教

育
団
体
関
係
の
活
性
化
と
自

立
促
進
等
を
基
本
に
取
り
組

み
、
具
体
的
に
は
、
牛
津
公

民
館（
旧
議
会
棟
）の
改
修
、

老
朽
化
し
た
小
城
公
民
館
か

ら
、
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
へ
の
公
民
館
機
能
の
移

転
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○�

市
街
地
の
整
備

○
循
環
型
社
会
の
形
成

○�

商
工
業
の
振
興
と
新
産
業

の
育
成

光
岡

教
育
長

生
涯
学
習
の
充
実
は

教
育
長
小
城
市
生
涯
学
習
振
興
計
画

に
基
づ
き
取
り
組
む

光岡　実

▲完成が待たれる改修中の牛津公民館（旧議会棟）

市
長
子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
郷
土
づ
く
り

が
我
々
の
責
務
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小
城
市
の
人
口
は
、

２
０
４
０
年
に
は
今
の
約
８

割
に
減
少
。
地
方
分
権
の
進

展
で
、
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
す
る
時
代
。「
市
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
の
自
治
基
本
条
例

（
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
）

制
定
の
考
え
は
。

　
　
　

自
治
基
本
条
例
が
小

城
市
に
と
っ
て
ど
う
い
う
役

割
を
果
た
し
、
ま
た
必
要
か

と
い
う
こ
と
を
十
分
精
査
し

た
い
。

　
　
　

校
区
単
位
な
ど
で
課

題
を
共
有
し
解
決
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
に

対
す
る
交
付
金
制
度
の
創
設

は
。

　
　
　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
等
を
検
討
し
て
い

る
。
例
え
ば
校
区
単
位
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
等
が
で
き

た
中
で
、
補
助
金
等
を
交
付

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

市
内
の
南
北
道
路
が

脆
弱
で
あ
る
。
地
区
間
で
の

交
流
や
連
携
を
強
化
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
が

必
要
。
市
の
幹
線
で
あ
る
県

道
小
城
牛
津
線
は
両
側
歩
道

で
の
整
備
を
す
べ
き
。

　
　
　

石
木
交
差
点
の
改
良

が
終
え
る
と
小
城
駅
か
ら
牛

津
の
消
防
署
ま
で
の
県
道
の

事
業
計
画
は
完
了
。

永
渕

市
長

永
渕

市
長市

の
一
体
的
発
展
を
支

え
る
秩
序
あ
る
基
盤
づ

く
り
は

永
渕

市
長

小
城
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
制
定
は

市
長
条
例
が
必
要
と
の
機
運
が
高
ま
れ

ば
検
討
す
る

永渕　和正

▲両側歩道での整備が望まれる県道小城牛津線

　
　
　

具
体
的
な
施
策
は
。

　
　
　

商
工
業
の
振
興
は
物

産
展
出
品
や
通
信
販
売
の
確

立
な
ど
、
特
産
品
の
販
路
拡

大
と
販
売
額
の
増
加
へ
の
取

り
組
み
も
支
援
し
て
い
る
。

　
　
　

小
城
市
の
市
民
税
減

少
の
要
因
で
あ
る
農
業
所
得

減
４
億
２
千
万
円
は
国
の
農

政
改
革
に
従
わ
ず
、
米
粉
や

飼
料
用
米
は
取
り
組
ま
ず
、

国
の
指
示
転
作
面
積
７
６
０

ha
減
を
返
上
す
る
な
ど
が
問

題
で
は
。

　
　
　
　
　

転
作
率
は
県
の

再
生
協
議
会
で
決
定
し
、
小

城
市
も
県
に
準
じ
て
決
定
し

て
い
る
。

　
　
　

農
家
だ
け
で
組
織
し

て
受
け
ら
れ
る
農
地
維
持
支

払
い
交
付
金
は
、
な
ぜ
満
額

受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

農
地
維
持

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
な

い
地
区
に
説
明
会
を
実
施

し
、
進
め
て
い
く
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
牛
津
駅
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
に
は
利
用
し

に
く
い
構
造
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

障
が
い
者
差
別

解
消
法
は
公
布
後
、
平
成
２８

年
４
月
１
日
施
行
と
な
り
、

障
が
い
の
有
無
に
係
わ
ら

ず
、
共
存
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。

　
　
　

法
律
も
前
面
に
出
し

な
が
ら
、
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
す
る
。

下
村

市
長

下
村

産
業
部
長

下
村

農
村
整
備
課
長

障
が
い
者
へ
の
更
な
る

配
慮
を

永
渕
下
村

福
祉
部
長

市
長

小
城
市
の
産
業
振
興
の
現
状
は

市
長
経
営
体
質
の
強
化
や
経
営
者
育
成

支
援
を
し
て
い
る

下村　仁司

▲バリアフリーが望まれるJR牛津駅
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北島　文孝

行
政
改
革
大
綱
、
プ
ラ
ン
の

成
果
は

市
長
改
善
効
果
は
出
て
い
る
と
考
え
る

市
長
交
流
も
深
め
れ
ば
、
意
識
も
変
わ

る

　
　
　

合
併
後
、
行
政
改
革

の
指
針
と
し
て
取
り
組
ん
だ

小
城
市
行
政
改
革
大
綱
、
プ

ラ
ン
の
成
果
と
第
３
次
の
改

革
大
綱
の
方
針
は
ど
う
考
え

る
。

　
　
　

平
成
１７
年
度
か
ら
２１

年
度
ま
で
の
第
１
次
で
１
０

０
項
目
中
７８
項
目
の
達
成
や

改
善
を
実
施
。
平
成
２２
年
度

か
ら
２６
年
度
を
第
２
次
と
し

７９
項
目
中
、
５８
項
目
を
実
施

中
で
あ
る

が
、
既
に

完
了
し
て

い
る
項
目

も
あ
り
、

行
財
政
運

営
の
効
率

化
な
ど
の

改
善
に
効

果
が
出
て

い
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、

第
３
次
の

行
政
改
革

大
綱
は
３

年
間
と
い
う
短
い
期
間
に
な

る
が
第
２
次
の
中
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
も
の
は
内
容
の

見
直
し
も
含
め
、
再
度
調
整

し
て
、
一
定
の
方
向
で
導
き

出
さ
れ
た
項
目
や
外
部
要
因

に
よ
り
実
施
で
き
な
く
な
っ

た
も
の
な
ど
を
除
き
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

各
課
に
お
い
て
、
均

一
し
た
基
準
、
数
値
目
標
な

ど
に
対
す
る
評
価
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

改
善
、
精
査
し
な
が

ら
、
ば
ら
つ
き
の
な
い
よ
う

に
、
今
後
し
っ
か
り
と
目
標

指
数
を
定
め
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

中
島

市
長

中
島

市
長

▲本庁方式に移行し、さらなる行財政改革に期待が高まる

中島　正樹

　
　
　

現
在
、
中
国
は
軍
事

力
を
強
化
し
、
ア
ジ
ア
の
覇

権
を
目
指
し
て
海
洋
進
出
を

無
謀
と
も
い
え
る
方
法
で
押

し
進
め
て
い
る
。そ
の
結
果
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
も
色
々
な
摩

擦
が
起
き
て
い
る
。
又
、
日

中
関
係
も
冷
え
こ
ん
で
い
る

な
か
民
間
の
交
流
は
結
構
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
政
治
に

携
わ
る
市
長
や
議
会
が
率
先

し
て
や
る
べ
き
か
も
う
少
し

考
え
る
べ
き
だ
。

　
　
　

平
成
２３
年
、
有
志
と

し
て
民
間
の
方
々
と
訪
問
し

た
が
、
そ
の
後
手
紙
で
向
こ

う
の
首
長
と
挨
拶
ぐ
ら
い
の

交
換
を
し
て
い
る
が
、
相
手

側
か
ら
交
流
を
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
市
と
し
て
も
行
動

を
起
こ
し
た
い
。

　
　
　

選
果
場
内
は
私
有
地

に
も
か
か
わ
ら
ず
市
民
の
通

行
が
多
く
危
険
だ
。
西
側
の

入
り
口
は
県

道
、
踏
切
、

市
道
と
交
差

し
改
良
が
必

要
で
あ
る

が
、
現
在
Ｊ

Ａ
の
倉
庫
が

取
り
壊
さ
れ

今
が
交
渉
の

タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
な
い

か
、
交
渉
の

内
容
と
市
長

の
現
状
認
識

は
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
側
か
ら
は
市
道

と
し
て
線
引
き
を
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
私
と

し
て
も
非
常
に
必
要
な
道
路

に
な
り
得
る
と
思
う
。

北
島

市
長

Ｊ
Ａ
小
城
選
果
場
内
の

道
路
改
良
は

北
島

市
長

中
国
海
塩
県
と
の
交
流
は

考
え
直
せ

▲私有地にもかかわらず交通量の多いＪＡ選果場

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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初
代
の
市
長
と
し
て

１０
年
間
小
城
市
の
か
じ
を

と
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
思

い
と
合
併
効
果
は
。

　
　
　

合
併
協
議
会
で
確
認

さ
れ
た
協
議
事
項
や
各
町
か

ら
の
引
き
継
ぎ
事
項
な
ど
課

題
が
山
積
の
状
態
で
あ
っ

た
。
初
代
の
市
長
と
し
て
責

任
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
市
民

の
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
新
し
い
小
城
市
の
ス

タ
ー
ト
と
小
城
市
重
点
実
施

計
画
な
ど
、

今
後
の
市
政

運
営
に
向
け

た
数
々
の
施

策
に
着
手
し

た
。

　
　
　

当
時

合
併
と
い
う

市
民
の
期
待

感
が
高
か
っ

た
が
、
合
併

し
た
か
ら
実

現
で
き
た
と

い
う
効
果
は
。

　
　
　

合
併
特
例
債
と
い
う

も
の
を
活
用
さ
せ
て
事
業
を

進
め
て
き
た
。

　

合
併
し
な
か
っ
た
場
合
は

特
例
債
と
い
う
の
は
使
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
合
併
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
１０
年
間
で

や
っ
て
き
た
特
例
債
を
使
っ

た
事
業
が
、
あ
る
意
味
で
は

合
併
し
た
か
ら
で
き
た
事
業

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　

合
併
に
よ
る
行
政
上

マ
イ
ナ
ス
面
は
生
じ
た
か
。

　
　
　

当
初
分
庁
方
式
で
庁

舎
の
敷
居
が
高
く
な
っ
た
と

御
意
見
が
多
か
っ
た
。

樋
渡

市
長

樋
渡

市
長

樋
渡

市
長

樋渡　邦美

合
併
１０
年

市
長
の
思
い
と
合
併
効
果
は

市
長
１０
周
年
を
迎
え
市
民
の
皆
様
の

御
支
援
御
協
力
に
感
謝

▲合併１０周年記念式典

議会報告会を開催します

▲昨年の報告会のようす

　

左
記
の
日
程
で
小
城
市
議
会
第
３
回
議
会
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　
５
月
１３
日
（
水
）　

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

■
場
所　
・
芦
刈
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

あ
し
ぱ
る　
　

  

　
　
　
　

・
牛
津
公
民
館

■
日
時　
５
月
１４
日
（
木
）　

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

■
場
所　
・
小
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

桜
楽
館

　
　
　
　

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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（
期
間
）
１
月
２７
日
～
２８
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

⃝
�

議
会
広
報
の
編
集
・
発
行
に

つ
い
て

�

（
広
島
県
江
田
島
市
議
会
）

�

（
広
島
県
廿
日
市
市
議
会
）

　

１
日
目
は
広
島
県
江
田
島
市

議
会
で
議
会
広
報
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ

た
。
当
委
員
会
と
は
以
下
の
点

が
違
っ
て
い
た
。

①
１
回
目
の
編
集
会
議
を
開
会

日
に
開
き
、日
程
・
掲
載
内
容
・

担
当
ペ
ー
ジ
を
決
定
。

②
提
出
原
稿
は
原
則
電
子
デ
ー

タ
で
提
出
し
、
手
書
き
原
稿
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
が
紙
面
割

り
付
け
が
ス
ム
ー
ズ
に
や
れ
る

よ
う
に
ワ
ー
ド
に
打
ち
か
え
る
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
つ
い
て

の
研
修
会
を
開
き
、
２７
年
度
は

予
算
化
し
て
各
常
任
委
員
会
と

特
別
委
員
会
で
使
っ
て
み
る
。

④
特
集
「
市
民
の
声
、
市
政
に

思
う
」
で
は
、
２
回
先
ま
で
の

発
行
を
目
途
に
民
生
委
員
や
子

育
て
世
代
に
原
稿
を
依
頼
す
る
。

な
ど
前
向
き
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
た
。

　

２
日
目
は
同
県
廿
日
市
市
議

会
で
、
広
報
刷
新
の
経
緯
や
そ

の
後
の
課
題
、
広
報
の
あ
り
方

に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。
東

京
都
あ
き
る
の
市
議
会
広
報
誌

を
参
考
に
し
て
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
「
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
議
会
だ
よ
り
」
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
た
。
特

に
市
民
と
議
会
の
対
談
記
事
な

ど
、
今
ま
で
の
単
な
る
議
会
報

告
か
ら
脱
皮
し
た
編
集
作
業
が

行
わ
れ
て
い
た
。
自
分
の
足
で

取
材
し
、
直
接
市
民
と
対
話
を

し
な
が
ら
の
真
摯
な
編
集
態
度

は
、
当
委
員
会
と
し
て
も
大
い

に
学
ぶ
べ
き
課
題
と
感
じ
た
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会　

視
察
研
修
報
告

▲江田島市議会研修のようす

（
期
間
）
２
月
２
日
～
４
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

⃝

議
会
改
革
に
つ
い
て

�

（
東
京
都
豊
島
区
議
会
）

⃝
�

議
会
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
つ
い
て

�

（
東
京
都
立
川
市
議
会
）

　

東
京
都
豊
島
区
議
会
で
は
、

平
成
２３
年
７
月
よ
り
２２
項
目
の

改
革
検
討
を
開
始
。
２６
年
１
月

に
は
、
１０
項
目
の
改
革
が
実
現

し
、
あ
と
の
１２
項
目
も
継
続
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
実
現

し
た
改
革
項
目
の
中
で
は
特

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に

つ
い
て
は
①
常
任
委
員
会
・
特

別
委
員
会
に
つ
い
て
録
画
で
の

配
信
を
開
始
②
本
会
議
、
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
は
ラ
イ

ブ
中
継
を
実
施
。
ま
た
緊
急
時

の
議
会
機
能
に
つ
い
て
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
は
、
正
常
な

議
会
活
動
が
困
難
と
な
る
場
合

を
想
定
し
、
議
会
独
自
の
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
議
会
・

議
員
の
役
割
を
規
定
し
た
と
の

こ
と
。

　

東
京
都
立
川
市
に
お
い
て

は
、
本
会
議
・
委
員
会
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
つ
い
て
協

議
、
検
討
し
た
。
平
成
２５
年
１０

月
に
導
入
を
決
定
し
、
グ
ル
ー

プ
や
個
人
で
の
研
修
も
行
い
、

現
在
は
併
用
し
て
い
る
が
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
早
急
に
取

り
組
み
た
い
と
の
報
告
を
受
け

た
。
地
方
議
会
で
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
が
広
が
る
と
思
わ
れ

る
。
小
城
市
議
会
が
今
後
目
指

す
改
革
へ
の
先
進
的
な
考
え
や

取
り
組
み
を
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

議
会
運
営
委
員
会　

視
察
研
修
報
告

▲立川市議会でタブレット使用研修のようす

２０１５年５月号 20
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知 せお ら

知 せ
願

お ら と

お い

６月１日（月）定例会　《開会》 ２２日（月）議案質疑

８日（月）一般質問 ２３日（火）常任委員会

１１日（木）一般質問 ２４日（水）常任委員会

１２日（金）一般質問 ２５日（木）常任委員会

１５日（月）一般質問 ３0日（火）討論・採決・閉会

１９日（金）議案質疑 （※�日程など都合により変更
になる場合もあります。）

６月定例会（予定）のお知らせ

「
朝
日
」
青
木
繁
（�

一
八
八
二
〜
一
九
一
一
）
作

　

平
成
２２
年（
２
０
１
０
）市
指
定
重
要
文
化
財（
佐

賀
県
立
小
城
高
等
学
校
黄お

う

城じ
ょ
う

会か
い

蔵
、
佐
賀
県
立
美

術
館
寄
託
）
肺
結
核
を
患
っ
て
い
た
青
木
は
、
最

晩
年
の
明
治
４３
年
（
１
９
１
０
）
７
月
、
旧
制
小
城

中
（
現
小
城
高
）
の
図
画
教
師
で
、
東
京
の
画
塾

不ふ

同ど
う

舎し
ゃ

時
代
の
先
輩
で
あ
っ
た
平
島
信ま

こ
と

を
頼
っ
て

小
城
で
穏
や
か
な
療
養
生
活
を
送
り
、「
朝
日
」
は

平
島
の
姪
つ
ぎ
と
の
最
後
の
恋
愛
中
の
作
品
で
、

油
彩
画
の
中
に
お
け
る
絶
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
因

み
に
平
島
家
の
あ
っ
た
祇
園
川
畔
で
釣
り
を
楽
し

み
、〝
小
流
れ
に　

鉤は
り

を
流
し
て
手
を
束つ

か

ね　

肥
前

の
国
は　

小
城
に
釣つ

り

す
る
〟
と
い
う
短
歌
も
残
し

て
い
る
。
奇
し
く
も
、
小
城
を
訪
れ
た
年
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
後
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

表
紙
の
紹
介

小
城
市
市
制
施
行
１０
周
年

記
念
式
典�

（
３
月
１
日
）

小
城
市
モ
デ
ル
子
ど
も

ク
ラ
ブ
発
表
会�（
１
月
2５
日
）

小
城
市
消
防
出
初
式

（
１
月
１８
日
）

北
方
領
土
返
還
要
求

佐
賀
県
民
集
会（２

月
１
日
）

平成２６年度議長交際費支出状況一覧
昨年４月１日から今年３月末までの議長交際費です。�（単位：円）
区分 件数 金　額 内　　　訳
弔慰 ３件 20,000 供花３件
賛助 ０件 ０

接遇 ９ 件 ７２,６６６

知覧特攻基地戦没者慰霊祭土産�� ２，８６８
知覧ねぷた祭り視察時土産���３ ，１８８
総務委員会視察の折、土産
�９ ，００５（３カ所）
産業建設委員会視察の折、土産
� ６，１６０（２カ所）
文教厚生委員会視察の折、土産
� １５，０７５（５カ所）
広報編集委員会視察の折、土産
� ５，５１０（２カ所）
議会運営委員会視察の折、土産
� ６，１６０（２カ所）
関西むつごろう会土産折半（総務）�１２，３５０
関東町人会の折、土産折半（総務）
� １２，３５０（旧４町分）

会費 11 件 194,000

三日月町商工連盟総会�３ ,０００
知覧特攻基地戦没者慰霊祭�１０,０００
小城羊羹協同組合総会� ５,０００
佐賀県立農業高等学校創立
120周年記念式典祝賀会�３ ,０００
関西むつごろう会� ２０,０００
在京芦友会� ２０,０００
東京牛津町会� ４０,０００
関東小城の会� ４０,０００
関東三日月町人会�３ ０,０００
福岡むつごろう会� ２０,０００
小城羊羹協同組合新年会�３ ,０００

御祝 ０ 件 ０
その他 １ 件 ４,８00 ＪＡさが佐城支部畜魂祭の折� ４,８００
合計 ２４ 件 29１,４６６

【訂正とお詫び】
　�前号（№４０）議会だより裏表紙「地域の学び舎・三日月小学校」
の石碑の説明の中で、高田保馬博士の歌碑と記すべきところ
を句碑と誤って記しました。訂正とお詫びを申し上げます。
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議
員
活
動
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

表
紙
の
紹
介

議
長
交
際
費
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地域の学び舎
小城市立

vol.５
一
、
法
の
流
れ
の
　
水
す
み
て

　
　
南
に
急
ぐ
　
西
川
や

　
　
双
子
お
ろ
し
の
　
吹
き
や
ま
ぬ

　
　
三
里
の
町
の
　
親
し
さ
よ

二
、
幼
き
友
ら
　
手
を
と
り
て

　
　
朝
あ
し
た
を
　
集
い
つ
つ

　
　
学
ぶ
は
ひ
ろ
き
　
日
新
の

　
　
知
識
の
す
が
た
　
ひ
た
す
ら
に

三
、
身
も
す
こ
や
か
に
　
生
い
た
ち
て

　
　
正
し
く
強
き
　
子
と
な
ら
ん

　
　
教
の
ま
ま
に
　
人
間
の

　
　
尊
き
道
を
　
身
に
し
め
ん

四
、
あ
わ
た
だ
し
く
も
　
移
り
ゆ
く

　
　
世
界
を
見
よ
や
　
い
ざ
や
い
ざ

　
　
世
に
た
ち
い
で
て
　
働
き
て

　
　
民
主
の
日
本
　
き
ず
く
べ
く

三
里
小
学
校

　校
歌

三里小学校
み さと

の
り

さ
い
か
わ

つ
ど

に
っ
し
ん

ふ
た
ご

お
し
え

と
お
と

編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
の
広
報
委
員

と
し
て
編
集
作
業
に
携
わ
り

早
1
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
の
役
割
は
政
治

を
公
開
し
、
議
会
を
市
民

に
近
づ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
配
信
や
一
般
質
問

の
有
線
テ
レ
ビ
で
の
放
映
な

ど
、
活
動
が
見
え
る
議
会
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す

が
、「
議
会
だ
よ
り
」
は
い

つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

市
民
と
議
会
を
繋
ぐ
紙
面
で

す
。

　
審
査
過
程
で
の
争
点
や
論

点
な
ど
を
分
か
り
易
く
公

開
す
る
こ
と
や
、
一
般
質
問

で
の
課
題
の
追
跡
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
も
求

め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が

待
ち
ど
お
し
い
と
思
わ
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

(

永)

委
員
長　
　

富
永　

正
樹

副
委
員
長　

光
岡　
　

実

委　

員　
　

江
島
佐
知
子

西　
　

正
博

　

永
渕　

和
正

　

松
並　

陽
一

学校教育目標

ふれあい　夢チャレンジ
きらりかがやく　三里の子の育成

目指す子ども像

⃝互いにみとめ合う子ども
⃝進んで挑戦し、努力を続ける子ども
⃝意欲にあふれ、みがき合う子ども
⃝地域の中で育つ子ども

創立　明治11年(187９)9月
児童生徒数　5４名　 (男子2４名　 女子3０名)

❖「みさとはっぴいぶっく」贈呈式(毎月)
❖三里ふれあい自然塾サマーキャンプ(8月)
❖三里校区大運動会(9月)
❖三里フェスタ(11月)
❖観梅ジョギング大会(2月)

学校・地域の特色や特長

⃝�大きな行事は学校と育友会と地域が共同開
催し、地域全体が盛り上がります。
⃝�子どもたちには「三里はっぴいぶっく実行
委員会」より、誕生月に自分で選んだ本が
贈られます。
⃝�朝のあいさつは、立ち止まり、相手を見て
からお辞儀をします。
⃝�4年生以上は「三里ふれあい自然塾」体験
活動に取り組みます。
⃝�毎週木曜日登校中に通学路のゴミを拾いま
す。(20年以上続いています)
⃝�毎朝全校で朝ランニングと立腰タイムに取
り組んでいます。
⃝�縦割り給食や共遊など縦割り班活動が盛ん
です。

主
な
行
事
・
事
業


